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昭和58年 

1月号 

人
ロ
と
世
帯
数
 

主
な

内

容
 

第
二
保
育
所

（
岩
村久
美
所
長
ー
園
児
七
十
六
人
）
で
＋

一
月
十
日
、
秋
の

収
穫
に
感
謝
す
る
モ
チ
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
た
。
 

収
穫
し
た
ば
か
り
の
モ
チ
米
を
お
母
さ
ん
ら
が
持
寄
り
、
ふ
か
し
て
、
う
す

に
運
び
込
み
、
子
供
た
ち
が
お
母
さ
ん
ら
を
ク
相
取
4

に
代
る
代
る
モ
チ
つ
き
o
 

き
ね
に
モ
チ
が
く
っ
つ
い
て
思
う
よ
う
に
つ
け
ず
、
保
母
さ
ん
の
手
助
け
を
受

け
る
な
ど
和
や
か
な
光
景
を
繰
り
広
げ
た
。
 

つ
き
あ
が
っ
た
モ
チ
は
、
お
母
さ
ん
ら
の
手
で
手
際
よ
く
ま
る
め
ら
れ
、
大

好
物
の
‘
お
し
る
こ
4
 
に
。
子
供
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
o
 

10月31日現在 10月31日現在 前月比 

人 口 14,426人 ＋14 

男 6,936人 ＋10 

女 7,490人 ＋ 4 

世帯数 3,887世帯 ＋ 1 

保健センター建設工事急ピッチ

省ェネは阜純国産ェネルギー， 

大にぎわい町民文化祭・産業まつり

商工会で86人を表彰 

せんきよの知識 

戸籍の窓 

お知らせ 

P2 

P3 

P4 

P5 

P6 

p7 

P8 
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金木だ よ り I2) 

保健センター建設工事急ピツチ讐 

まごころの 

ピンチヒツター 
や電話お願い手帳阜 

「お
そ
れ
い
り
ま
す
が
私
は

耳
・
甘葉
が
不
自
由
な
た
め
電

話
が
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
の

か
わ
り
に
電
話
を
か
け
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
メ
モ
を
見せ
ら

れ
た
ら
、
あ
な
た
は
と
つ
し
ま

す
か
？
 

電
電
公
社
で
は
、
耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
方
が
電
話
で
緊
急

に
連
絡
し
た
い
と
き
に
使
う
 

“電
話
お
願
い
手帳
4
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
手
帳
は
タ
テ
十
二
・
五

セ
ン
チ
、
ョ
コ
八
セ
ン
チ
の
大

き
さ
で
、
表
紙
は
よ
く
目
立
つ

オ
レ
ン
ジ
亀
表
紙
を
開
く
と

寸
●・
「私
の
か
わ
り
に
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
目
頭

の
依
頼
文
が
書
か
れ
て
お
り
、
 

耳
や
甘
葉
の
不
自
由
な
方
は
こ

れ
を
見
せ
な
が
ら
通
り
が
か
り

の
人
な
ど
に
需
を

お
願
い
す
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
 

手
帳
の
巾
身
は
一
枚
ず
つ
切
り

離
せ
る
メ
モ
に
な
って
い
て
、
 

本
人
の
々
（
前
、相
手
の
名
前
と

電
話
番
号
、
伝
え
て
ほ
し
い
用

件
、
先
方
の
返
事
な
ど
か
記
入

で
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
 

金
木
電
報
電
話
局
で
は
、
町

力
通
し
て
町
内
六名
の
方
に
こ

の
手
帳
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
，
 

◇
 

◇
 

い
ま
で
は
わ
た
し
た
ち
の
最

も
身
近
な
通
信手
段
と
な
っ
た

無
萌
‘
」
し
か
し
、
こ
の
便
利

な
機
器
も
、
耳
や
首
葉
が
不
自

由
な
た
め
に
自
分
一
人
では
利

用
で
き
な
い
人
が
い
る
の
で
す
。
 

オ
レ
ン
ジ
色
の
手
帳
ュ
監
」
」
し

出
さ
れ
た
ら
快
く
引
き
受
け
、
 

そ
の
人
の
代
わ
り
に
な
っ
て
電

話
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
・
ス
 

町
民
待
望
の

深
健
セ
ン
タ
ー
 

の
建
設
工
事
が

い
よ
い
よ
始
ま

り
、
来
年
三
月

の
完
成
に
向
っ

て
工
事
が
急
ピ

ノ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
 

来
年
「一月
に
は
完
成
（
 

健
康
づ
く
り
の
拠点
に
 

「・j
J
？
託
 

の
ほ
か
、
機
能
回
復
訓
練
用
の
 

・

一
【
‘
ト
『
ニ
、
一
 
、
 
各

種
運
動
器
具
な
ど
を
備
え
た
 

J
'

I
’

“
フ

天
 
ノ
 

訓
練
室
、
健
康
相
談
室
な
ど
が
 

・
 

L
》
・ー
、
・
・
 
配
置
さ
れ
、

二
階
に
は
、
研
修
 

、
り

α

拠
点
に
 

室
、診
療
室
、会
議
室そ
れに
 

調
理
実
習
室
な
ど
が
配
置
さ
れ

は
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
 

た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

よ
う
に
と
、
交
通
の
便
が
最
も
 
完
成
後

は
、
保
建
婦
が
常
駐

よ
い
と
い
わ
れ
る
役
場
庁
舎
西
 

I
、
」
E
r
ョ
ー刀
 

・
 

側
の
旧
消
防
署
跡
に
建
設
さ
れ
 

I
ー
ゴ
乏
一
→
主
 
．‘
,
 

て
い
る
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
 

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
が
激

リ
ー
ト
二
階
建
て
、
総
面
積
五
 
し

く
、
改
築
が
待
た
れ
て
い
た

百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
 
火

葬
場
の
建
設
工
事
も
、
現
火

事
費
約
八
千
万
円
が
投
じ
ら
れ
 
葬

場
北
側
で
始
ま
り
ま
し
た
。
 

ま
す
。
 

鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
面
積
約

一
階
は
、
事
務
室
や
検
査
室
 
】

百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
 

《鵡
 

・
・
 
、
‘
 

し
、現
在
、役
場
の
会
議
室
や
中

央
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
各
種
の
健
康
相
談
や
検
診
、
 

予
防
接
種
、
離
乳
食
栄
養
指
導

な
ど
が
、
す
べ
て
こ
こ
で行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
そ
の
機
能
を
発

揮
す
る
日
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

五
千
ニ
百
万
円
で
、
二
基
の
火

罪
炉
を
備
え
、
広
い
待
合
ホ

ー
 

ル
や
控
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
 

無
煙
、
無
臭
の
近
代
的
な
設
計

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
三
月
に

は
完
成
の
予
定
で
す
。
 

建設工事が急ピッチで進められている 
保健センター（写真上）と、火葬場（同下） 

火
葬

場
も
三
月
完
成
 



省
ェ
ネ
は
 

ク純
国
産
ェ
ネ
ル
ギ

1

4
 

第

一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
十
年
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
わ
た
し
た
ち
の

創
意
工
夫
、
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
省
ェ
ネ
ル
ギ

ー
は
着
実
に
成
果
を

挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
油
断
は
ク
禁
物
4
。
将
来
の
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、
今
後
も
“
省
ェ
ネ
型
生
活
態
度
ク
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

わ
が
国
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
約
八
五
％
を
海
外
か
ら
輪
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
 

石
油
に

つ
い
て
は
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
輪
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
貴

重
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
を
、
無
駄
な
く
上
手
に
効
率
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

十
ニ
月
一
日
は
「
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
総
点
検
の
日
」
で
す
。
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
 

い
わ
ば
わ
た
し
た
ち
国
民

一
人
ひ
と
り
が
産
み
出
す
“
純
国
産
ェ
ネ
ル
ギ
ー
％

皆
さ
ん
の
家
庭
で
、

い
ま

一
度
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ロロロロロロロロロロ 

ロロロロロロロロロロ 

パ
省
工
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
）
 

室
内
の
温
度
を
 

適

切
に
 

部
屋
の
中
で
は
少
し
厚
着
を

し
て
、
室
内
を
暖
め
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
 

温
度
調
節
を

こ
ま
め
に
行
い
、
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
使
い

ま
し
ょ
、つ
。
 

太
陽
の
恵
み
を
 

利
用
し
て
 

冬
で
も
太
陽
に
当
た
れ
ば
暖
 
 

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
暖
房
機
具
の
議
き

場
所
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

例
え
ば
、
央
際
に
、
窓
を
背
に

し
て
暖
房
機
具
を
識
く
と
、
空

気
の
対
流
が
十
分
に
行
わ
れ
、
 

効
率
的
な
暖
房
が
で
き
ま
す
。
 

風
呂
は
 

家
族
が
次
マ
に
 

冬
は
風
呂
が
冷
め
や
す
い
の

で
、
家
族
が
続

い
て
入
浴
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
洗
濯
に
風
呂
の
残
り

湯
を
使
う
の
も
省

ェ
ネ
で
す
。
 

湯
沸
か
し
器
は
 

上
手
に
使
お
う
 

瞬
問
湯
沸
か
し
器
の
口
火
を

つ
け
っ
放
し
に
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
 

お
湯
を
流
し
っ
放
し
に
し
な
い

で
、
必
要
な
貴
を
容
器
に
取
っ

て
使
え
ば
効
率
的
で
す
。
 

洗
濯
は
 

ま
と
め
て
一
度
に
 

洗
濯
は
、
ま
と
め
て

一
度
に

決
め
ら
れ
た
容
最
で
行
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
す
す
ぎ

の
前
に

脱
水
を
行
え
ば
、
大
幅
な
省

ェ

ネ
に
な
り
ま
す
。
 

住
宅
に
は
 

断
熱
材
を
 

家
を
新
築
し
た
り
、
改
築
す

る
と
き
、
壁
や
天
井
に
断
熱
材

を
入
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
新
築
の
場
合
で
す
と
、
暖

房
費
を
半
分
以
下
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
改
築
の
場
合
で
も
大

幅
に
暖
房
費
が
削
減
で
き
ま
す

し
、
簡
単
な
工
小
は
素
人
で
も

で
き
ま
す
。
 

車
は
 

効
率
よ
＜
使
お
う
 

急
発
進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か

し
を
十
回
ず
つ
行
う
と
、
そ
れ

ぞ
れ
七
百
メ
ー
ト
ル
、
三
百
五

十
メ
ー
ト
ル
、
五
十
メ
ー
ト
ル

を
走
る
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無

駄
に
な
り
ま
す
。
 

軍
は
経
済
速
度
で
、
効
率
よ

く
走
り
ま
し
ょ
う
。
軍

の
経
済

速
度
は
、
 一
般
道
路
で
時
速
四

十
ギ
ロ
程
度
、
高
速
道
路
で
時

速
八
＋
キ

ロ
程
度
で
す
。
 

H

ご
ろ
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
努

力
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
を
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

毎
月
の
電
気
代
や
ガ

ス
代
、
 

灯
油
消
費
量
な
ど
を
1
1別
の
グ

ラ
フ
に
し
た
り
、
家
族
の

一
人

ひ
と
り
が
省

ェ
ネ
努
力
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

小
さ
な
気
配
リ
が
、
大
き
な
省

エ
ネ
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
 

(3〕 金木だよ‘) 

く
な
り
ま
す
。
天
気
の
良
い
日

は
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
、
太
陽

熱
を
十
分
取
リ
入
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
・つ
。
 

暖
房
機
具
の
 

使
い
方
に
工
夫
を
 

暖
房
機
具
は
、
部
屋
の
用
途

や
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

の

が
コ
ツ
で
す
。
 ス
ト
ー
プ
は
時

々
手
入
れ
を
す
る
と
、
効
率
的
 

部
屋
の
保
温
を
 

心
が
け
よ
う
 

カ
ー
テ
ン
は
厚
手
の
も
の
に
 

亀
し
、
天
井
か
ら
床
ま
で
垂
ら
し

ま
す
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
カ
 

ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
リ
、
窓

・

壁
な
ど
に
目
張
り
を
し
て
換
気

に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、
部
屋

の
保
温
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

家
族
み
ん
な
で
 

省
工
ネ
を
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虫
と
 
り
 

川
倉
小
一
年
 

中
谷
有
木
子
 

笛
を
吹
く
友
達

嘉
瀬
小
四
年

鳴
海

和
実
 

「みんなの広場」はあなたが
つくるページです。話題など
ありましたら企画室まで
ご連絡下さい。 
いつでも取材に（司います。 

池のこい 
喜良市小1年い ス

ノ
 

・

と
 

た
 
・たくや 

3びきのこぷた 
金木小1年おの・さきみ 

わたしのおうち
第三保育所 

さいとう・みか 
(5歳） 

子供たちの作品に見入る人々 

iftiiilt濡冨霊 

故誌言 

「ll‘誌う 

「
、
、
 
、
ニ
v
一
 

「
‘と『
，
J、
 
り
‘
、、
h
川
 

（
ノ1

、
 、
】●
‘」
、
q
?？
一
 

、
 

、町民文化祭’産業まつりソ 

5千人の人出で大にぎわい 

さ
る
十
一
月
ニ
日
か
ら
四
日

ま
で
三
日
間
、
町
中
央
公
民
館

と
農
業
者
ト
レ
セ
ン
を
会
場
に

第
九
回
町
民
文
化
祭
と
第
三
回

産
業
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
期
間

中
、
約
五
千
人
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
 

文
化
祭
と
産
業
ま
つ
リ
に
は

町
内
の
各
種
団
体
か
ら
児
童

・

生
徒
ま
で
を
含
め
た
町
民
の
力

作
と
、
農
林
産
物
な
ど
が
た
く

さ
ん
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
園
児

や
小
中
学
生
の
学
芸
発
表
会
な

ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
連
日
の

よ
う
に
大
賑
わ
い
。
ま
た
、
生

け
花
、
お
年
寄
リ
の
作
っ
た
わ

ら
細
工
、
手
芸
、
俳
句
、
書
道

な
ど
も
展
示
さ
れ
、
ど
の
コ

ー
 

ナ
ー
も
作
品
に
見
入
る
人
々
で

ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

⑨
小
学
校
の
部
 

▼
図
画
・
金
賞
ー
泉
谷
昌
克

工
藤
健
道
（
以
上
川
倉
1
）
阿

部
ひ
ろ
し

（
嘉
瀬1
）
小
田
桐

和
也
、
竹
内
誠
二
、
池
田
直
人
 

（
以
上金
木
2
）
外
崎
京
子

（
 

金
木
3
）
鳴
海
有
希
子

（
嘉
瀬
 

3
）
大
橋
晴
美

（
喜良
市
3
)
 

白
川
昭
子

（川
倉
4
）
山
本
竹
 
 美

、
岩
村
さ
お
り
（
以
上
嘉
瀬
 

4
）
棟
方
忍
、
古
崎
奈
々
子
、
 

鳴
海
睦
子

（
以
上嘉
瀬
5
）
泉

谷
太
、
青
山
芽
里
、
三
上
誠

（
 

以
上
金
木
6
）
▼
工
作
・
金
賞
 

ー
竹
内
貴
行

（
金木
2
）
川
口

尋
永

（
金
木3
）
白
川
司

（
金

木
4
）
荒
関
晩
子
（
金
木
5
)
 

▼
書
道
・
金
賞
ー
西
村
美
香

（
 

金
木
1
）
泉
谷
昌
克
、
中
谷
ゆ

き
こ
（
以
上
川
倉
1
）
黒
滝
真

紀
子

（
金
木2
）
中
谷
理
佳
（
 

川
倉
2
）
伊
藤
る
る
子

（
喜良

市
2
）
泉
谷
薫

（
川
倉3
）
小

松
健
春
、
黒
川
麻
衣
子

（
以
上

嘉
瀬
3
）
泉
谷
由
佳
子
（
川
倉
 

4
）
嶋
海
幸
雄

（
嘉
瀬4
）
今

陽
子
（
喜
良
市
4
）
延
里
美
奈

小
野
香
苗

（
以
上
金
木5
）
山

巾
望
美

（
嘉
瀬5
）
阿
部
友
也

今
順
子
、
徳
田
貴
美
子

（
以
上

金
木
6
)
 

0
中
学
校
の
部
 

▼
美
術
・
金
賞
廿
野
村
し
の

ぶ

（
金
木1
）
白
川
悟
（
金
木
 

2
）
川
中
靖
寿

（
金
木3
）
鳴

海
名
奈
子
（
金
木
南
3
）
▼
書

道
・
金
賞
甘
原
田
雅
子

（
金
木
 

1
）
鳴
海
秀
香

（
金
木南
2
)
 

中
谷
光
代

（
金
木3
)
 

⑥
将
棋
大
会
 

▼
小
学
校
の
部
・
①
斎
藤
大

啓

（
金
木3
）
▼
中
学
校
の
部

①
白
川
秀
作

（
金
木2
）
▼
一

般
の
部
 
①
木
村
治
利
（
嘉
瀬）
 

＠
農
林
水
産
物
品
評
会
（
金賞
）
 

〈
大
豆
〉
嘉
瀬営
農
組
合
第

ニ
班

〈
野
菜〉
泉
谷
宜
正
〈
葉

た
ば
こ
〉
佐
々
木
敏
雄
〈
果
樹〉
 

徳
田
順
悦

〈
玄
米〉
秋
村
米
太

郎

〈
野
菜〉
岡
田
セ
ツ
 

。
米

・
変
質
鑑定
競
技
（
金賞
）
 

団
体
の
部
ー
沢
部
転
作
組
合
 

A
 
個
人
の
部
I
中
谷
肇
 

＠
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
 

最
優
秀
賞
ー
中
谷
秀
照
 



十
一
月
三
日
．
弘

前
市
で
開
か
れ
た
県

農
業
祭
で
、
藤
枝
営

農
組
合

（
増
田敏
組
 

合
長
）
が
県

優
良
転
作
集

団
に
選
ば
れ
、
 

優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
 

酪
農
仲
間
五

人
で
十
七
ヘ
 

ク
タ
ー
ル
の
 

水
田
に
牧
草

を
作
付
け
し
、
 

地
道
な
研
究
の
積
み
重
ね
で
反
 

収
を
上
げ
る
な
ど
、
同
組
合
の
 

実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
h
 

藤枝営農組合に優秀賞 

県農業祭で受賞する増田さん 

治

（
金
沢
タ
イ

ヤ
工
業
）
小
田

桐
秀
子
（
同
）
 

藤
谷
垂
彦

（
下

山
自
動
車
）
棟

方
み
つ
え
（
成

田
商
店
）
三
橋

ッ
サ
（
同
）
中

谷
徳
蔵

（
津
軽

木
材
）
白
川
ヤ

エ
（
同
）
下
山

与
】
郎

（
又
一
 

角
田
会
長
か
ら
 

《
紗
縄
競
竺
 

永
年
の
功
績
に
感
謝
 

商
工
会
で
8
6人
を
表
彰
 

金
木
町
商
工
全
永
年
勤
続
従

業
員
の
表
彰
式
が
さ
る
十

一
月

三
日
，
商
工
会
館
で
行
わ
れ
、
 

勤
続
三
十
年
一
人
、
同
二
十
五

年
四
人
な
ど
合
わ
せ
て
八
十
六

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
角
田
良
逸
会
長
が
 

「
町
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
し

た
永
年
の
奉
仕
に
成
諭
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
 一
人
ひ

と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
功
績
を
た
た
え
、
古
川
町
長

ら
が
祝
辞
を
の
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
リ
で
す

▽
勤
続
三
十
年
I
今
正
道

（
 

津
軽
木
材
）
▽
同
ニ
十
五
年
廿

鳴
海
賛

（
中
谷
金
物店
）
中
西

た
け
（
又

一
製
材
所
）
浅
田
ツ

ョ
ノ

（
同
）
浅
利
勝
義

（
田
村

金
物
店
）
▽
同
二
十
年
I
黒
滝

清
三

（
三
上電
機
店
）
工
藤
孝
 

（
津
軽
木材
）
上
野
兼
孝
（
間
）
 

藤
元
マ
ツ
エ

（
又
一
製
材
所
）
 

荒
関
勝
康
（
同
）
▽
同
十
五
年
 

ー
鳴
海
俊
明

（
今
金物
店
）
伊

藤
タ
ミ

（
高元
呉
服
店
）
中
野
 
 製

材
所
）
一
戸
幸
子

（
尾
野病

院
）
▽
同
十
年
廿
鳴
海
徹
広
（
 

今
金
物
店
）
田
中
尚
子

（
津島

印
刷
）
土
岐
忠
義
（
藤
本
石
油
）
 

今
ミ
サ

（
西
沢旅
館
）
葛
西
清
 

（
栄
建
設
）
桑
田
タ
ツ
エ
（
白

兼
ス
ト
ア
）
阿
部
兼
吉

（
津
軽
 

喜
良
市
小
学

校

（
工
藤
秀四

郎
校
長
・
児
童
 

H
九
十
人
）
で

さ
る
十

一
月
一

日
、
春
に
植
え

付
け
し
た
転
作

大
豆
の
初
収
穫
 
 木

材
）
大
川
千
代
作

（
同
）
秋

田
谷
キ
リ
（
同
）
荒
関
勝
子
（
 

又

一
製
材
所
）
荒
関
映
子
（同
）
 

荒
井
春
美

（
尾
野病
院
）
白
川

フ
ミ
エ

（
同
）
藤
元
タ
マ
（
同
）
 

沢
田
テ
ル

（
同
）
田
中
ッ
エ

（
 

同
）
秋
谷
文
子
（
同
）
石
岡
澄

子

（
丸武
鮮
魚
店
）
▽
同
五
年

廿
中
山
ク
ニ
（
オ
サ
ナ
イ
洋
品

店
）
ほ
か
ニ
十
九
人
▽
同
三
年
 

I
白
川
る
よ
（
丸
兵
製
材
所
）
 

ほ
か
十
六
人
 

が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が
抜
き

取
り
作
業
を
行
い
、
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
 

同
校
に
は
校
舎
北
側
に
十
八

ア
ー
ル
の
学
校
田
が
あ
り
、
毎

年
稲
を
植
え
て
体
験
学
習
さ
せ

て
い
ま
し
た
が
，今
年
は
周
辺
】
 

帯
の
農
家
が
転
作
す
る
こ
と
に
 
 な

リ
、肝
心
の
水
が
引
け
な
い
か

め
、
学
校
田
も
大
豆
を
転
作
す

る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
苗
づ

く
り
は
仲
問
と
大
豆
を
転
作
し

て
い
る
同
校
P
T
A
の
加
賀
谷

勝
雄
さ
ん
ら
が
快
く
引
き
受
け
、
 

五
月
に
子
供
た
ち
が
苗
を
植
え

付
け
、
草
取
り
や
生
育
状
況
を

観
察
し
続
け
て
き
た
も
の
で
す
。
 

そ
の
大
豆
が
見
事
に
央
り
、
 

こ
の
日
午
前
十
時
半
、
五
、
」
ハ

年
生
七
十
人
が
長
靴
や
軍
手
を

は
い
て
“
武
装
・
し
、
殻
か
ら

は
じ
け
そ
う
に
央
っ
た
大
豆
畑

で

一
斉
に
抜
き
取
リ
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
 

一
時
問
ほ
ど
で
初
収
穫
を
終

え
た
後
は
加
賀
谷
さ
ん
ら
が
機
 
 

械
を
持
ち
込
ん
で
脱
毅
作
業
を

買
っ
て
出
、
十
五
分
ほ
ど
で
穀

が
き
れ
い
に
は
が
さ
れ
た
大
豆

と
な
り
、
初
収
穫
は
約
五
俵
、
 

締
め
て
八
万
円
。
農
家
の
人
で

も
十
ア
ー
ル
当
り
三
俵
余
り
と

か
で
初
め
て
に
し
て
は
犬
豊
作

で
し
た
。
 

販
光
代
金
で
モ
チ
米
を
購
入

し
モ
チ
つ
き
大
会
を
行
う
こ
と

に
し
て
お
り
、
 「何
俵
と
れ
る

か
な
あ
？
亡
と
、

心
配
そ
う
に

作
業
を
見
守
っ
て
い
た
同
校
の

原
田
恵
喜
教
頭
は
「
こ
れ
で
安

心
、
子
供
た
ち
に
腹
い
っ
ば
い

モ
チ
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
ま
す
」
 

と
譜
っ
て
い
ま
し
た
。
 

(5｝ 金木だよ‘J 

が大豊作 

収穫の喜び味わう 

「こんなにとれたぞ」とはしゃぐ児童たち 



人
権
週
間
1
2月
4
日
5
1
0日
 

差
別
や
ト

ラ
ブ
ル
の
な
い
 

豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
ろ
う
 

J
う
か
．
 

な
お
．
差
別
を
受
け
た
リ
人
 

一
考一
認
讐終
ト範
 

の
あ
リ
が
た
さ
を
知
る
の
で
は

遅
い
と
い
わ
れ
ま
す
‘
人
権
問

題
に
出
合
り
て
か
・
りそ
の
大
切

き
に
気
づ
く
前
に
．
豊
か
な
人

問
関
係
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
，

こ
の
機
会

に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
 

金木町人権擁護委員 

山中 京治 ②28l2 
坂本 義音 ②2386 
中谷仁太郎 r②）3012 
中谷 定雄 ③3432 
今 

立
候
補
者
が
選
挙
連
動
の
で

き
る
期
問
は
迄
候
議
届
出
後
に

な
リ
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
し
寺
『候
補
や
選
挙

運
動
の
準
備
行
為
は
選
挙
人
に

働
き
か
け
る
選
挙
連
動
と
は
区

別
さ
れ
，
む
し
ろ
候
補
者
や
是

持
片
同
志
内
の
行
為
と
な
る
た

め
選
挙
運
動
に
当
然
必
要
と
考

え
・
りれ
、
告
示
前
か
・
り
認め
・
り

れ
て
い
ま
す

1
 

こ
れ
・
り
の
行
為に
け
、
次
の
よ

う
な
ら
の
が
あ
リ
士土
！
 

v
政
党
の
公
認
巾
請

V
瀬
踏
行

為

v
候
補
者
の
推
せ
ん
会
等
の
 

問
催
▽
供
託
物
の
供
託
▽
看
板

ボ
ス
タ
ー
等
の
注
文
▽
白
動
車

や
事
務
所
の
借
人
▽
選
挙
連
動

費
川
の
調
達
等
 

し
か
し
，
ニ
の
よ
う
な
行
為

で
あ
り
て
ら
一》
、の
時
町
や
場
所

方
法
、
対
象
u《
」に
よ
『
て
事
前

運
動
 
選
挙
連
動
 
と
み
ら
れ

る
こ
と
L〕あ
リ
ま
す
 

例
え
ば
、
 い
り
た
い
自
分
が

ど
の
片
度
選
挙
人
の
k
持
か
要

け
て
い
る
か
知
る
こ
と

（
瀬踏

行
為
 
は
．
峡
補
者
に
と
ノ
て

最
も
大
事
を
事
で
す
 

こ
の
た
め
政
1
1の
発
表
演
説
 

ム
常

曲
俄
す
る
こ
と
は
、
記
候

補
の
意
志
中
決
定
す
る
資
料
を

得
る
た
め
に
す
る
場
合
は
差
L
 

支
え
な
い
訳
で
す
が
．
こ
の
行

為
に
投
票
か
枠
る
た
め
の
H
的

が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
事
前

運
動
と
な
リ
ま
す
。
 

ま
た
、
候
補
片
の
選
考
会
や

推
せ
ん
会
か
山
織
す
る
場
合
し

染
会
す
る
人
が
．
各
人
全
く
白

紙
の
状
態
か
ら
相
談
の
う
え
推

せ
ん
す
る
候
加
者
寿
決

め
る
・
一

と
は
、
差
、
又
え
あ
リ
ま
せ
ん
‘
 

し
か
し
、
あ
・
りか
じ
め
特
定

の
人
を
決
め
て
お
い
て
単
に
そ

の
会
合
に
お
い
て
こ
れ
を
．I
承

き
サ
た
リ
．
選
考
の
結
果
《
ゲ
外

部
に
発
夫
r
る
二
し
ーは
事
前
運

動
と
な
リ
E
十
 

せ
ん
き
ょ
の
知
識
⑩
 

選
挙
運
動
の
準
備
行
為
 

れ
な
が
ら
に
し
て
白
山
で
あ
リ
、
 

か
つ
“
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
（
第
一
条
前
文

）」
 

こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
国
連

で
採
択
さ
れ
て
、

今
年
で
三
十

五
周
年
を
迎
え
ま
十
・

ま
た
、
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
岡
の
独
立

宣
言
 

（
一
し
し
六
年
】
や
フ
ラ
ン
ス

華
命
の
人
権
宣
言

（
一
L
八
九

年
〕
で
、
す
べ
て
の
人

間
の
白

山
と
平
亨
の
権
利
が
う
た
わ
れ

て
以
来
、
す
で
に
二
」
年
の
歳
 
 

り
が
流
れ
ま
し
た
 

し
か
し
、
残
念
な
ニ
と
に
人

斑
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
，
 

ま
だ
ま
だ
後
を
断
ち
＊
喜

7ん
？

今
な
お
、
世
界
の
各
地
で
人
椛

や
性
別
、
思
想
な
ど
の
違
い
に

よ
る
い
わ

れ
な
き
差
別
や
虐
待
．
 

争

い
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
 

人
権
問
題
は
 

身

の
回
り
に
も

あ
る
 

私
た
ち
の
身
の
回
り
に

L
、
 

婦
人
．
障
害
者
町
題
か
ら
、
家
 
 

庭
内
、
隣
近
所
・
ー・・
っカ
ご
と
に

至
る
ま
で
、

・
．ミ
・
．ま
な
差
別

や
人
町
関
係
の
ト
ラ
プ

ル
が
起
 

・

！
っ
て
い
士《
す
っ
 

昨
年

一
年
間
に
、
法
務
局
や

人
権
擁
護
委

1
1が
受
け
付
け
た

人
権
に
ま
つ
わ
る
相
談
件
数
は
．
 

一
．十
し
万
件
”
」Jシ
十
リ
ま
ナ
り

ごに
」
，
決
務
省

一
人
権
擁
護
機

閏
か
「
人
権
侵
犯
平
件
‘
と

L
 

て
受
理
し
た
も
の
も
約
．
万
六
 

r
件
。

一
H
に
四
十
三
件
の
割

合
で
人
倫
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル

が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。
 

ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
は

わ
た
し

た
ち
自
身
 

結
婚

の
妨
害
や
子
供

・
お
年

寄
り
に
対
す
る
虐
待
、

プ
ラ
イ

パ
シ
ー
の
？
害
，
思
想

・
信
条

に
よ
る
解
雇
ー
。
同
じ
人
問
で

あ
リ
な
が
ら
．
不
当
な
待
遇
や

扱
い
を
受
け
て
い
る
人
”
、が
、
 

ま
だ
ま
だ
夫
勢
い
ま
す
《
ま
た
．
 

私
た
ち

1
1身ら
、

こ
う
し
た
ト

ラ
プ

ル
の
加
害
者
や
被
害
者
に

な
リ
か
わ
む
い
の
で
す
 

人
権
に
ま
つ
わ
る
悲
劇
は
．
 

地
震
や
台
風
．
交
通
事
故
に
上

る
災
害
の
よ
う
に
、
そ
の
原
因

か
．
，白
然
」
や
「
走
る
凶
器
」
 

に
求
め
る
こ
と
は
（
、、

E
ゾ
ん

す
ぺ
て
私
た
ち
・
・
、」
‘
リ
の

問
題
で
す
一
 

侵
さ
れ

て
知
る
 

人
権

の
大
切
さ
 

十
二
”
四

H
か
ら
十

H
主
で

の
一
週
問
は
「
人
権
週
問
‘
で
 

ト
》
‘
 

痢
気
に
な
っ
て
初
め
て
謎
康
 

和やかにゲートポールを楽しむ 
お年寄リたち（記事とは関係ありません） 



ナンノ《ーワン 

蒔 田 

吉田 豊

二男 和人くん 

9月23日生まれ

休重 

2.750グラム 

戸籍の窓 

豊
 

和
久

敏
雄

正
志

正
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税金は 

みんなのために 

使われます 
~ 

	

	磁Iもが豊かで安定した生活が

できるように、国県や町が広い範

囲にわたり、いろいろな仕事をし

ています。そのためにはたくさん

の資金が必要となリます。 

この資金を私たちみんなが出し

合っていかなければなりません。 

これカ讐金てで三ーノ 
税金を納期限内に納めて明るい

住みよい町をつくりましょう。 

◇今月の納税 	〔11月30日〕 

固定資産税 第 4 期 

◇米月の納税 	〔12月25日〕 

町県民税 第 4 期 

保険税 第4 期 

商工業者のみなさんへ 
と亡ー，ー石由次ノ，、・ブ’中 I→, 

」十ノN開工只Vノし末ri 

国民金融公庫では年末融資の取

扱いをはじめました。 

今年は農作物の作柄が良いこと

から景気の見通しが明るく、年末

に向けて商況も活発になるものと

子想されます。 

年末商品の仕入資金、買掛・手 

お
知
ら
せ
 

金木だより ｛8) 

形決済資金、ボーナス資金などを 

必要とする方はお気軽にご相談く 

ださい。 

〇貸付限度 2.100万円以内 

〇貸付期間 

運転資金 5年以内 

設備資金 7年以内 

〇貸付利率 年8.2% 

〇ご相談は 

金木町商工会または、国民金 

融公庫弘前支店へどうぞ 

国税だより 

年末調整 
年末調整は、毎月の給料やボー 

ナスから源泉徴収された所得税と 

1年問の収入に対する正しい税額

とを比べて、納め過ぎていたらjg 

付され、納め足りないときは微収

する大切な手続きです。 

このため、扶養親族に異動のあ

った人、保険料の控除を受けよう

とする人などは、勤務先に控除申

告書を忘れずに提出してください。 

スタンドの 

日曜営業案内 
ガソリンスタンドの日日“営業は

禁止されていますが、緊急時など

に備えて、町内のスタンドが交替

で日曜日にも営業していますので

ご利用ください。 

●12月 4 日 金木農協喜良市支所

② - 2529 

ト12月11日 小林燃料店バイパス 

給油所 	③-3361 

ト12月18日 伊藤産業 ③-2825 

ト12月25日 其田石油 ③-3773 

1日 2,951円 

最低賃金が改定 
青森県最低賃金が改正され、10 

月20日から次のようになりました。 

最低賃金額 1日 2.951円 

賃金の大部分が時In"Iによって定

められている者（パート等）につ

いては、 1時間 369円 

ただし、精皆勤手当．通勤手当、 

家族手当は最低賃金額には算入さ

れません。また、最低賃金額以上

の賃金を支払わないときは、敢低

賃金法遼反となり処罰されること

があります。 

12月21日午後2時から 
土け,巨要→ボnノ,一IつIつ 
iiJrコ;り田ノJ‘ーノ ノIし 

12月21日から金本町・中里町・

市浦村・小泊村・木造町・車力村 

・稲垣村の電話番号の市外局番が 

2 ケタになリます。 

これは、市内と同じ料金でかけ

られる区域内で、従来市外局番を

ダイヤルしていたものを、市内局

番だけで通話できるようにするも

のです。 

これが実施されると五所川原市 

・鶴田町・柏村・森田村を併せた 

1市 4 町6村の相互通話が市外局

番なしでできます。 

◇新しい市内局番 

金木局 2・××××番→52・××××番 

き××××番-.53・××××番

中III 局 7 -'57、中里局 8 -.58. 準

力局56、稲垣局46、小泊局64、市

浦局62 （加入番号の 4 ケタは変

わらず、市外局番は0173です。） 

児童の明るい選挙啓発標語集④ 

選挙はだれを選ぶか自分で決めて 	  喜良市小6年 宮 崎 陽 子 

正しい 1票が日本を明るくします 	  喜良市小6年 中 村 正 子 

きれいなあなたの 1票が美しい町の種 	  金木小 5年 黒 滝 友 紀 


